
授業改善部会（算数部会）の取組 

  
目指す子ども像 

○ 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法や成り立つ事柄の特徴を数学

的な表現を用いて説明することや、ある事柄が一般的に成り立つ理由を

説明できる子ども 

  

課 題 

◆ 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法や成り立つ事柄の特徴を数

学的な表現を用いて説明することや、ある事柄が一般的に成り立つ理

由を説明することが苦手  

  

「指導例」を有効に活用した授業の構想と検証 

☆ 算数的活動を通した指導の構成 

☆ 「指導例」を活用した授業を公開（県内７小学校） 

☆ 「指導例」を子どもの実態に合わせてアレンジ 

「指導例」のダウンロード 

 Ｗｅｂページ「確かな学び 豊かな学び 滋賀の学び」 

 http://www.shiga-ec.ed.jp/manabi-shiga/ 

取 組 

http://www.shiga-ec.ed.jp/manabi-shiga/


 

 

指導例「ゆうきさんの体重」 （第４学年） 

 

  単 元 名   折れ線グラフと表 （大日本図書） 

 

 目指す児童の姿  

 

・表やさまざまなグラフを関連付けて考えることができる。 

・折れ線グラフの特徴をもとに、グラフの形状から読み取れることを発表したり、そのように読み取

った理由を説明したりすることができる。 

 

  指 導 例   ～資料の数学的な解釈と関連付けができるために～ 

 

 １ いろいろなグラフの形状、名前を確認する。 

 ２ 身長の変化を表すグラフから、変化の様子を読み取る。 

   （折れ線グラフと棒グラフを関連付けて） 

 ３ 自分の身長の変化と伸び具合について、２つのグラフ 

に表し、分かったことを記述する。 

 

 

 指 導 計 画  

 

時間 ね ら い ・ 学 習 活 動 

１ 折れ線グラフの読み方 
① 折れ線グラフの使われ方や読み方を理解

し、事象の変わり方を考える。 

２ ② 波線でグラフを省略するなどして、折れ線
グラフの縦軸の幅を変えると、変化のよう
すが見やすくなることを理解する。 

３ 折れ線グラフのかき方 
① 資料をもとに、変化のようすを折れ線グラ

フに表し、その特徴について考察したこと
を表現する。 

４ ② ２つの事象の変わり方を１つの折れ線グラ
フに表し、変化の違いを読み取る。 

５ 
本時 

折れ線グラフから分かることを考える 
・事象の変化の様子が分かりやすい折れ線グラ
フに表し、その特徴を読み取る。 

・折れ線グラフを他のグラフと関連付けながら
変化の様子を読み取る。 

６ 
 

整理のしかた 
① 資料を２つの観点から分類整理して表に表

し、資料の特徴について考察する。 

７ ② 資料を、２つの観点から抜け落ちや重なり
がないように分類整理して表に表し、資料
の特徴について考察する。 

８ まとめる 
① 「練習」基本的な学習内容に習熟し、それ

を活用する。 

９ ② 「きほんのたしかめ」基本的な学習内容を
理解しているか確認する。 

 

 

 

 

指導のポイント 

 

 

◇問題文の意味をとらえ、正しい答

えを導き出す力を付けられるよ

う、文を読むこと、書くことを意

識した授業を行う。 

 

◇表や折れ線グラフ中のどの数量

に着目したか、印を付けさせなが

ら言語化の支援をする。 

 

◇座席表形式の評価シートを用い

て、子どもたちの考え、活動内容、

つまずき等を把握しながら学習

を進めていけるようにする。 

 

◇自分の身長の変化と伸び具合に

ついてグラフ化し、保健で学習す

る「育ちゆく体とわたし」の単元

に重ねて、自身や友だちの成長に

ついて考える材料とする。 



 

 

 

 学習活動の様子   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ グラフから変化の様子を読み取りまし 
ょう。 

・グラフのどの数量からどんなことを読
み取ったのかを指差しながら発表す
る。 

・表からグラフ化する方法を全体で確認
する。 

２ 自分の身長の変化と伸び具合をグラフ 
に表しましょう。 

・自分の身長について 2つのグラフに表
し、分かったことを発表する。 

 

３ 自分の身長の変化と伸び具合について 
考えましょう。 

・い のグラフは何を表すグラフか、表と見比

べて考える。 

・自分の記録表をもとに、２つのグラフに表す。 

・1時間の振り返りを記入し、今日の顔マーク 

として学習内容の理解度を絵で表す。 



 指導例「しきつめられるかな」 （第４学年） 

 

  単 元 名   面積のはかり方と表し方 （東京書籍） 

 

 目指す児童の姿  

 

・算数的活動を通して、正方形や長方形の面積の求め方を考えることができる。 

・正方形や長方形の面積の求め方を、図や式を用いて自分の言葉で表現することができる。 

 

  指 導 例   ～事象の数理的な側面に着目し振り返って考えることができるために～ 

 

 

 １ ２つのサイズのちがう長方形をたて４cm、よこ２cmの長方形でしきつめる方法を考える。 

 ２ １辺が５cmと３cmの正方形で、１辺が１０cmの正方形をしきつめられるか考える。 

・図にかき込んで考える。  ・辺の長さで考える。  

・面積で考える。 

 ３ １辺が３cmの正方形を使ってしきつめることができる１００cm
２ 

に近い正方形や長方形をさがす。 

 

 指 導 計 画  

 

時間 ね ら い ・ 学 習 活 動 

１ 正方形と長方形の広さの比べ方を、単位となる大きさを基に考え、
表現する。 
・既習事項を想起し、単位となる大きさを決め、その幾つ分になる
のか数値化して比べる。 

２ 面積の単位（cm２）と測定の意味を理解する。 
・１cm２の個数で面積を調べたり、同じ面積を違った形で方眼に表
したりする。 

３ 正方形や長方形の面積は計算によって求めることができることを
理解する。 
・正方形や長方形の面積が計算で求められることから、それらの面
積の求め方を考える。 

４ 正方形や長方形の面積の公式を考え表現し、公式について理解す
る。 
・正方形や長方形の面積が計算で求められることから、それらの面
積を求める公式を考えたり、公式を用いて面積を求めたりする。 

５ 正方形や長方形の面積を求める公式を活用する。 
・正方形や長方形の面積を公式を用いて求めたり、公式から辺の長
さを求めたりする。 

６ 正方形や長方形を組み合わせたＬ字型や凹字型などの図形の面積
の求め方を考え表現する 
・Ｌ字型や凹字型などの図形の面積を、正方形や長方形に分割した
り、全体から部分を引いたりして求める。 

７ 
本時 

長方形や正方形の辺の長さや面積に着目して図形の面積の求め方
を考え表現する。 
・図形の辺の長さや面積に着目して、すきまなくしきつめられるか
どうかについて、その方法や理由を数学的に表現する。 

８ 面積の単位（m２）を理解し、１m２の大きさの感覚をもつ。 
・１m２の大きさを新聞で作り、教室の面積を調べる。 

９ 身の回りにあるものの面積について、およその見当を付けて測定す
る。 
・折り紙、机の面、花壇、体育館などの面積について、定規や巻き
尺などを用いて測定する。 

10 大きな面積の単位（a、ha、km２）を知り、それらの関係について
理解する。 
・水田や畑、牧場などの大きな面積を求める。 

11 面積の単位と測定の意味、正方形や長方形の面積の求め方を理解し
たり、正方形や長方形、Ｌ字型などの図形の面積を求めたりする。 
・学習内容を振り返りまとめる。 

 

 

 

 

すきまなくしきつめられるかな。 

指導のポイント 

 

 

 

◇図に示すなど課題を理解さ

せ、解決への見通しをもたせ

る。 

 

◇具体的に操作できるカード

など、支援の必要な児童への

準備をしておく。 

 

◇「何を調べたのか」、「どのよ

うに調べたのか」などについ

て明らかにして説明させる。 

 

◇解決方法の交流の際は、自分

と他者の考えの違いや共通

点を意識させ、みんなで学習

することの楽しさや意義を

味わわせるようにする。 

 

◇机間指導をして、全員の考え

を把握し、交流時に指名する

児童を考えておく。 

 



 

 学習活動の様子   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・具体物を使って、じっくりと操作活動を行
わせる。 

・交流の際には、意図的に指名し、多様な意
見が出るようにする。 

・数量や図形の特徴に着目して、解決
方法を考えさせる。 

・解決方法を言葉や式などで、筋道立
てて説明させる。 

・何をどのように調べたのかを明らかにして
説明させる。 

・迷っている児童には、具体的な操作をさせ
たり、助言したりすることで、支援する。 

・単元の導入で取り上げた「じんとり
ゲーム」では、面積を比べることの
必然性から、学習課題の把握に迫る
活動として行った。いろいろと試し
ながら、比べる方法を考える活動
は、次の学びにつながった。 

１ 長方形でしきつめる方法を考えましょう。 

２ １辺が５cmと３cmの正方形で、１辺が１０cm 
の正方形をしきつめられるか考えましょう。 

３ １辺が３cmの正方形を使って、しきつめるこ 
とができる１００cm

２

に近い正方形や長方形をさ 
がしましょう。 
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 指導例「たろうさんの買い物」 （第４学年） 

 

  単 元 名   式と計算 （大日本図書） 

 

 目指す児童の姿  

 

・おつりを求める方法について、多様な考えをもち、自分の言葉で表現できる。 

・言葉で式を表したり、数式の意味を言葉で説明したりして、計算の決まりについての理解を深める

ことができる。 

 

  指 導 例   ～事象を数学的に解釈し筋道を立てて考えることができるために～ 

 

 １ 単純な買い物場面で、おつりを求める式を考え、言葉の式で表す。 

 

 

 

 ２ 複数の物を買う場面で、おつりを１つの式に表す。 

 

 

 

 

 ３ 数式の意味や計算の順序を自分の言葉で説明できるように考える。 

 

 ４ 考えたことを交流し合い、（ ）と四則の混合した式の計算の順序について理解を深める。 

 

 

 指 導 計 画  

 

時間 ね ら い ・ 学 習 活 動 

１ 二つの式で表せる場面を、( )を用いて一つの式に

表すことができる。 

２ ( )を用いた式の計算の順序を考え、表現すること

ができる。 

３ 四則の混合した式について、計算の順序の決まりを

知る。 

４ 四則の混合した式や( )を用いた式について、計算

の順序の決まりを知る。 

５ 

本時 

場面に応じて、四則の混合した式や( )を用いた式

に表したり、その式を説明したりする。 

６ ●や○の個数の求め方を式で表したり、式から求め

方を考えたりする。 

７ 分配法則が成り立つことを理解し、加法、乗法の交

換法則や結合法則とともに、記号を用いてまとめた

り、それらの法則を用いて、計算を工夫したりする

ことができる。 

８ 「きほんのたしかめ」に取り組む。 

 

 

 

 

花子さんは１０００円持って買い物に出かけました。 

６００円の筆箱を買うとおつりはいくらになりますか。 

たろうさんは１０００円持って買い物に出かけました。 

５００円の本1冊と1本１００円のペン3本を買いまし

た。おつりはいくらになりますか。 

指導のポイント 
 
 
◇授業の始めに前時までの学習内
容を確認する。 

 
◇イラストや値段などを板書し、本
時の課題が把握しやすいように
する。 

 
◇自分の考えを言葉で表現する時
間を十分に確保する。 

 
◇机間指導をしながら、一つの式に
表すこと、（ ）を用いることな
ど、前時までの学習を想起させ
る。 

 
◇類似問題を解き、理解を深めさせ
る。 



 

 学習活動の様子  
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・単純な課題に取り組み、それをも
とに複数の場合を考えさせる。 

・自分の言葉で説明できるように、
自分の考えをワークシートにまと
める。 

・四則計算の順序や（ ）を用いた式の計算順序
をよく理解できている。 

・イラストや絵を掲示し、課題をと
らえやすくする。 

・課題文にもどりながら、発表内容
を確認する。 

１ 買い物場面でおつりを求める式 
を考えましょう。 

２ 自分の言葉で説明しましょう。 

３ 考えたことを全体で交流しまし 
ょう。 

【式や説明を書き込むワークシート】 



 指導例「くじの当たりやすさ」 （第５学年） 

 

  単 元 名   割合 （啓林館） 

 

 目指す児童の姿  

 

・基準量と比較量を基に、割合の大小の判断ができる。 

・割合を使ってくじの当たりやすさについて考えるために、グラフから必要な数量を読み取り、根拠

となる事柄を明らかにして説明することができる。 

 

  指 導 例   ～資料の数学的な解釈と判断の根拠の説明ができるために～ 

 

 １ A店とB店では、どちらが当たりやすいか考える。 

 ２ Ａ，Ｂ，Ｃ各店のくじの全体数と当たりの本数が示された 

棒グラフから、わかることを考える。 

 ３ ２等の景品が欲しい時、どの店でくじ引きをすればよいか、 

その理由を考える。 

 ４ 結果について発表し、割合で表すことのよさについて確認 

する。 

 

 指 導 計 画  

 
時間 ね ら い ・ 学 習 活 動 
1 プレテストなどを通して、本単元の学習につながる既習事項

を復習する。 
2 割合の意味を理解し、比較量と基準量から割合を求めること

ができる。 
・体験教室の希望者の比べ方を考える。 
・定員に対する希望者の割合を求める。 

3 全体と部分、部分と部分の割合を求めることができる。 
・５年生の人数に対する運動クラブ入部者の割合を求める。 
・運動クラブ入部者に対する文化クラブ入部者の割合を求め
る。 

4 基準量と割合から、比較量を求めることができる。 
・定員15人に対して0.8倍の希望者があったときの、希望者
の人数を求める。 

5 比較量と割合から、基準量を求めることができる。 
・入部希望者が定員の1.6倍になるときの定員を求める。 

6 百分率の意味とその表し方を理解する。 
・「パーセント（％）」「百分率」を知り、割合を百分率で表し
たり、百分率を割合で表したりする。 

7 百分率や歩合で表される場合について知り、百分率を用いた
問題を解くことができる。 

8 前時までの学習内容を用いて、問題を解くことができる。 
9 帯グラフと円グラフの意味を理解し、それらのグラフを読む

ことができる。 
・グラフの名前、特徴を知る。 
・グラフから部分の割合を読み取る。 
・部分と部分の割合を読み取る。 

10 帯グラフと円グラフをかくことができる。 
・表から、割合を求め、グラフに表す。 

11 基準量の何倍に当たるかを考えて、２つの量の和や差にあた
る大きさを求めることができる。 
・定価の１０％引きの代金を求める。 

12 全体を１として、割合の積を考えて問題の解決ができる。 
・定価から１０％引きにし、さらに２０％引きにしたときの
代金を求める。 

13 割合のグラフを用いて、資料の特徴を調べることができる。 
・資料について、みらいさんの言っていることは正しいか、
その理由について説明する。 

14 
本時 

グラフを見て、基準量と比較量の大小関係に着目して割合の
大小を判断することができる。 
・２等が出やすいのはどの店かを考える。 

15 単元末のたしかめの問題を解く。 

 

 

 

 

指導のポイント 

 

 

◇自力解決の時間を十分に確保し、自

分の考えをノートに書くようにさ

せる。 

 

◇グループ活動では、全員が話す機会

をもてるよう、継続して指導してお

く。 

 

◇全体交流の発表はグループ単位で

行い、グループのメンバーが交代で

説明をするようにさせる。 

 

◇子どもの言葉だけで不十分なとこ

ろがあれば、教師から切り返し、全

員で考えさせるようにする。 

 

◇前時までの学習の足あとを掲示し

ておく。また、ノートや教科書で既

習内容を振り返りながら考える習

慣をつけておく。 

くじの内訳 



 

 学習活動の様子   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グラフから分かることを一人ひとり
がノートに書き出す活動を通して、
隣に座っている友だちと交流ができ
た。 

・ノートには式と答えだけでなく、グ
ラフから読み取った数値や立式のも
とになった考え、ポイントなどを書
き込むように指導する。 

・前時の学習で出て
きた考えをまと
め、教室に掲示し
た。自力解決の際
に参考にしてい
た。 

・友だちの意見に付け加えて、みんなでより分か
りやすい説明に練り上げる。 

・子どもの言葉で不十分な部分は、教師が質問し、
みんなで考えながら、よりよい説明に高められる
ようにする。 

 

１ 棒グラフから、わかることを考えまし 
ょう。 

２ どの店でくじ引きをすればよいかを 
考えましょう。 

３ グループで考えを交流しましょう。 

４ みんなに発表しましょう。 
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し
た
子
ど
も
の
感
想
で
す
。 



 指導例「くじの当たりやすさ」 （第５学年） 

 

  単 元 名   比べ方を考えよう・割合をグラフに表そう （大日本図書） 

 

 目指す児童の姿  

 

・基準量と比較量を基に、割合の大小の判断ができる。 

・資料から課題解決に必要な情報を読み取り、割合の考え方を使って説明することができる。 

 

  指 導 例   資料の数学的な解釈と判断の根拠の説明ができるために 

 

 １ くじ引きの中身を表す棒グラフからわかることを考える。 

 ２ １等くじが出やすいのは、どの店か考える。 

 ３ ２等くじが出やすいのは、どの店か考える。 

 ４ 結果について発表し、割合で表すことのよさについて確 

認する。 

 

 

 指 導 計 画                       

 

時間 ね ら い ・ 学 習 活 動 
１ 
 

全体と部分の関係をとらえることを理解する。  
・試合数も勝った回数も異なるチームのうち、よい成績をお
さめたチームはどこか、その比べ方を考える。 

２ 割合の意味を理解する。 
・前時の結果を通して、割合の意味とそれを求める式を導き
出す。 

３ 百分率の意味や表し方について理解する。 
・求めた割合を百分率を用いて表す。 

４ 歩合の意味や表し方について理解する。 
・求めた割合を歩合で表す。 

５ 割合が１より大きくなる場面を考える。 
・割合が1より大きい場合に、その割合を百分率で表す。 

６ 比べる量の求め方を考える。 
・比べる量＝もとにする量×割合 

７ もとにする量の求め方を考える。 
・□×割合＝比べる量 
もとにする量＝比べる量÷割合 

８ 和や差を含んだ割合の比べる量の求め方を考える。 
・定価の２５％引きの代金を求める。 

９ 和や差を含んだ割合のもとにする量の求め方を考える。 
・40％引きの代金が1800円のとき、定価を求める。 

10 １～９時に学習したことを活用して問題を解く。 
・割合を使った問題に取り組む。 

11 帯グラフと円グラフの特徴や読み方を理解する。 
・資料の全体と部分、部分と部分の関係を調べ、特徴をとら
える。 

12 帯グラフと円グラフに表す。 
・資料全体に対する各部分の割合を求めて、帯グラフや円グ
ラフをかく。 

13 
 
 

いろいろなグラフの特徴や表し方の工夫をまとめる。 
・棒グラフ、折れ線グラフ帯グラフの表し方の工夫をとらえ、
目的に応じて資料をそれぞれのグラフで表す。 

14 
 

第 11～13時に学習したことを活用して問題を解く。 
・資料を帯グラフや円グラフに表す。 

15 
本時 

第１～14時に学習したことを活用して問題を解く。 
・割合の考え方を使って問題を解決する。 

 

 

 

 

指導のポイント 

 

 

◇資料の全体と部分、部分

と部分の関係を、割合を

用いて考察させる。 

 

◇棒グラフで見ただけでは

はっきりわからない「○

等の出やすさ」は、割合

を用いて表すことではっ

きり比べることができる

ことを実感させる。 

 

◇線分図をかいて、自分で

解き方を見つけたり、考

え方を説明させたりす

る。 

 

◇前時までの学習の足あと

を掲示しておき、本時の

課題を解決していく見通

しがもてるようにする。 

 

くじの内訳 



 

 学習活動の様子   

 

                            

 

                                

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 棒グラフからわかることを考えましょう。 

・棒グラフをかくしておいた
状態で、３つのくじの箱を
見せ、課題に対して「解い
てみたい」という意欲を高
めさせる。 

２ ２等くじが出やすいのはどの店か、考えましょう。 

課
題
提
示
の
工
夫 

 

・棒グラフを正確
に読み取らせ、
黒板の棒グラフ
に数値を記入さ
せる。 

・たくさんの数値
の中から、必要
な情報だけを選
択できるよう
に、プロジェク
ターで着目する
グラフの場所を
示す。 

３ 割合で表すことのよさについて確認しましょう。 

発
表
の
様
子 

・Ａ児がかいた発表ボード
の内容について、Ｂ児に
説明させることで、理解
を深める。 

・説明させたい要素が出て
くるように、付け足した
り、教師が補足したりし
て、よりよい説明になる
ようにする。 

・割合を使って解決できたことを確認する。 
・類似問題（3等くじやはずれくじの出やすさ）に 
取り組み、割合で表すよさを実感させる。 

・線分図をかきながら、立式できる
ように指導する。 

・棒グラフをしっかり読み取って、
数値を書き込むことができるプリ
ントを準備する。 

・本時の学習で分かったことをまと
めさせる。 

【理由を考えるワークシート】 

【グラフの読み取りと学習のまとめ
を記入するワークシート】 



 指導例「牧場の牛」 （第６学年） 

 

  単 元 名   円の面積 （新興出版啓林館） 

 

 目指す児童の姿  

 

・単位面積の考えや既習の図形と関連付けて円の面積を求めていく過程を通して、多様な数学的な考

え方ができる。 

・自分の考えを言葉や数、図、式などを用いて、他者に伝えたり、説明したりすることができる。 

 

 

  指 導 例   ～日常の事象を数理的にとらえ、根拠を説明できるために～ 

 

 牛が草を食べることができる範囲を調べる。  

 

 １ B の杭につないだときの牛の動きを予想する。 

   ・実際に作図する。 

 ２ 最もよく草を食べるにはどの杭につなげばよいか調べる。 

   ・ひとり学習により、絵や図、式にかいて表す活動を行う。 

 ３ 自分の考えを言葉や数字、図や絵を使って説明する。 

   ・ペア学習により、互いに伝え合う。 

 ４ 面積を求める式を言葉で説明する。 

   ・みんな学習により、自分と他者の考えの違いや共通点を意識する。 

 

 

 指 導 計 画  

 

時間 ね ら い ・ 学 習 活 動 

１ 円の面積の求め方の見当をつける。 

・既習の図形との対比によって円の求積へ動機

づける。 

・円の内接正方形と外接正方形を考え、面積の

見当をつける。 

２ 方眼を使って円の面積のおよその大きさを求

める。 

・方眼紙に円をかき、マス目を数えておよその

面積を求める。 

３ 円の面積の求め方の公式を導き出す。 

・円をいくつかのおうぎ形に分割して並べ替

え、円の面積の公式を導く。 

４ 

本時 

学習したことを活用して問題を解く。 

・円の面積の考え方を使って、牛が草を食べる

ことのできる範囲を求めることができる。 

５ 学習したことを活用して問題を解く。 

 

 

 

 

指導のポイント 
 
 
◇課題を明確にすることで見通しをも
たせるとともに、自力解決の時間を
十分に確保する。 

 
◇与えられた条件や問題を解決する過
程を図や式、言葉でプリントに記入
させ、どうしてそうなるのか、きち
んと説明できるようにさせる。 

 
◇円の面積をしっかりと求めることが
できるようにさせる。 

 
◇ペア学習を取り入れ、互いに付け加
えたり、修正したりさせる。 

 
◇ねらいに合った発表をさせられるよ
うに、机間指導の中で指名する子ど
もを見定める。 

 
◇最後に演習を行った後、振り返りを
記入させる。 



 

 学習活動の様子   

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 牛の動きを予想しましょう。 

課
題
に
見
通
し
を
も
つ 

・Ｂの杭につないだ時の牛の動きを実際に操作
して、課題に見通しをもたせる。 

２ どの杭につなげばよいか、ペア学習で自分の 
考えを伝え合いましょう。 

・どの子にも発表の場を与える。 
・隣の児童に伝えることで安心感(同じ答えだっ
た…など)が得られる。 

・自分の考えを相手に説明することで自分の考
えを整理しはっきりさせることができる。 

・みんな学習での友だちの発表を聞い
て、プリントに補充したり、削除した
りしてまとめさせる。 

発
表
用
ミ
ニ
ボ
ー
ド 

・友だちの考え方を知ることを通して、多様な
求め方に気付かせる。 

３ 面積を求める式を言葉で説明しましょう。 

・今まで学習したことを掲示しておく。
このコーナーを、ひとり学習の手立て
とする。 

・ポイントは、図や式は大きく見やす
くかき、言葉は短くかく。 

教
室
の
学
習
コ
ー
ナ 

ペ
ア
学
習
の
様
子 

み
ん
な
学
習
の
様
子 

 



 指導例「牧場の牛」 （第６学年） 

 

  単 元 名   円の面積 （新興出版社啓林館） 

 

 目指す児童の姿  

 

・円の面積が半径×半径×円周率で求められることを理解することができる。 

・問題場面をイメージし、課題を把握して、既習の事柄を活用しようとする。 

・考えの根拠を言葉や数、図、式などを互いに関連付けながら記述し、説明することができる。 

 

  指 導 例   ～日常の事象を数理的にとらえ、根拠を説明できるために～ 

 

 牛が草を食べることができる範囲を調べる。  

 

 １ B の杭につないだときの牛の動きを考える。 

   ・円の面積の学習であることをつかませる。 

 ２ 最もたくさん草を食べさせるには、牛をどの杭につなげばよいか 

考える。 

   ・結論を先に述べ、その根拠を説明させる。 

 ３ 最もたくさん草を食べられる場合（円の３／４）の面積を求める。 

   ・その他の場合（円の１／２、１／４）についても面積を求める。 

 

 

 指 導 計 画                       

 

時間 ね ら い ・ 学 習 活 動 

１ 既習の図形との対比を通して、円の面積の求め方

の見当をつける。 

・既習の図形との対比によって円の面積を求める

ことに興味をもつ。 

・円の内接正方形と外接正方形を考え、面積の見

当をつける。 

２ 方眼を使っておよその円の面積を求める。 

・方眼紙に円をかき、マス目を数えておよその面

積を求める。 

３ 円の面積の求め方の公式を導き出す。 

・円をいくつかのおうぎ形に分割して並び替え、

円の面積の公式を導く。 

４ 

本時 

学習したことを活用して、問題を解く。 

・円の面積の考えを使って牛が草を食べることの

できる範囲を求めることができる。 

５ 学習したことを活用して、問題を解く。 

・まとめをし、既習内容の確認する。 

 

 

 

 

指導のポイント 

 

 

◇どの児童も課題解決に向かえ

るよう、円の面積をしっかりと

求めることができるようにさ

せる。 

 

◇「牛が草を食べる範囲」と「円

の面積」がつながるよう課題提

示を工夫する。（日常の事象と

算数の世界をつなぐ） 

 

◇あえて不十分な説明を提示し、

交流のなかで足りない部分を

補い、よりよい説明へと高めて

いく。 

 

◇円の３／４の面積を求めるた

めの数や式の意味を考えさせ

る。 



 

 学習活動の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 牛の動きを考えましょう。 

２ どの杭につなげばよいか考えましょう。 

・問題場面がイメージできるように、丁寧
に場面設定を確かめていく。 

３ 班でまとめた考えを発表しましょう。 

・説明の足りない部分を補い、よりよい説
明になるようにしていく。 

・「説明シート」（ラミネ
ートしたもの）にホワ
イトボード用のペンを
使って自分の考えを記
入する。 

・自分の考えをグループで交流する。 

・結論を先に書いて、その理由を考えた。円
の面積を求める公式を使って求めた。 

・図を使って説明した。丁寧にコンパスを使
って作図した。 

・円全体の何分の何にあたるかに注目し、す
べての場合を書き出した。 

 【
児
童
１
】 

【
児
童
２
】 

【
児
童
３
】 


